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仮 

寄付で建設費を賄った尾崎記念会館は、尾崎行雄記念財団から 1960 年

（昭和 35）に衆議院に寄贈され、日本初の政治記念館として集会機能と展

示機能を併せ持っていました。1972 年（昭和 47）にはその北側に本格的な

展示室と収蔵庫を有する新館が増築され憲政記念館となりました。憲政記念

館となって後は、旧尾崎記念会館部分の講堂と会議室が集会機能、新館が資

料の展示・保管を担い、尾崎メモリアルホールが展示室手前に設置されまし

た。1997 年（平成９）に憲法 50 年記念ホール開設とともに３つの会議室が

拡大され、6,000 ㎡を超える一大施設となった後も、議場体験コーナー、国

会の仕組コーナー、国会の速記（衆議院）コーナーといった展示機能を順次

充実させました。 

2017 年（平成 29）に合築が決定された新たな国立公文書館及び憲政記念

館（新館）の建設期間中、憲政記念館は国会参観バス駐車場北に建設される

代替施設に移転して業務を継続することになりました。移転準備のため

2022 年（令和４）２月より休館しておりましたが、６月の代替施設開館と

ともに再開します。代替施設は 3,200 ㎡とコンパクトになりますが、地上３

階の堅固な建物で、憲政記念館の基本的機能を継承し、集会機能を１階、展

示・保管機能を２階にそれぞれ集約し、入口を別個に設けております。２階

については、裏面で紹介していますが、議場体験コーナーはそのままに、尾

崎メモリアルホールは展示室と一体化させるとともに、教育に力を入れる新

館の計画を先取りして議会政治に親しんでもらう「憲政プラザ」を設けまし

た。 

新館は令和 10 年度末開館予定となっており、代替施設期間は７年に及び

ます。議会制民主主義の発展・普及に貢献するため、尾崎記念会館建設に浄

財を提供された国民の志に背かないよう、歩みを続けてまいりますので、引

続きのご愛顧をよろしくお願いします。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歩み続ける憲政記念館 

憲政記念館長 山本 浩慎 
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代替施設の展示室には、旧憲政記念館から移設したコーナーや、新たな展示等があります。

今号ではその見どころをご紹介します。展示室参観の折りには是非ご覧ください。 
 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

速記体験 

議場体験コーナーでは、

速記席に座って速記者の気

分を味わってみましょう！ 

中央広間体験 

国会議事堂中央広間を再現

したスペースを作りました。

伊藤博文、大隈重信、板垣退

助の銅像画も配しています。

記念撮影スポットですので、

並んで写真を撮りましょう！ 

めくりクイズ 

展示室で学んだことを楽

しみながら復習しましょ

う！問題をめくると答えを

見ることができます。 

尾崎メモリアルホール 

尾崎行雄の生涯を記した

パネルを一新しました。 

 

議場体験コーナー 

憲政プラザ 憲政プラザ 

Q.選挙で投票できる

のは何歳から？ 

１ 満１８歳以上 

２ 満２０歳以上 

３ 満２５歳以上 

 
答えはうら 


